


























Analysis of the Composition of Stone Implements










［稲田 1986］。この文脈のなかで理解されるのが縄文時代草創期初頭の長者久保 ･ 神子柴段階以降～
隆起線文土器段階以前に位置づけられる東京都前田耕地遺跡の住居址や［佐々木 1991］，草創期中




















また林謙作は 1970 年に ｢筆者は季節的移住を否定するわけではない。いわゆる ｢大貝塚｣ ある





































に整理されている［春成 ･ 小林編 2009］。
1  層 表土 9-1 層 黄褐色土層 隆起線文土器
2  層 黄褐色土 9-2 層 9層第1黒色土層 隆起線文土器
3  層 褐色土含礫 9-3 層 黄褐色土層 隆起線文土器
4  層 第1黒色土層　混貝土層 押型文土器 9-4 層 9層第2黒色土層 隆起線文土器




6  層 第2黒色土層 無文土器 10　層 青褐色土層
7  層 第2破砕礫層 Ａ区隆起線文土器 11　層 第3破砕礫層
8-1 層 隆起線文土器 12  層 青褐色粘土層
8-2 層 隆起線文土器 13  層 第4破砕礫層
8-3 層 隆起線文土器 14  層 青褐色粘土層
まず各種の概報・報告に記された上黒岩岩陰に関する出土土器を新しいほうから古い方へ並べる
と次のようになる。
1 層？：中世：土師器，1 層？：古墳時代初頭の古式土師器，1 層？：弥生時代前期の土器，1 層：
弥生早期：刻目突帯文，1･2 層：縄文後期中津式 ･ 中津Ⅱ式，3・4 層：縄文中期船元Ⅰ式／羽縄文
前期島下層Ⅰ式，1･3 層： 縄文前期轟 2 式，3・4 層：縄文早期茅山下層式／塞ノ神式／手向山 ･
穂谷式／高山寺 ･ 田村式／下菅生Ｂ式並行 ･ 黄島式後葉，4 層：縄文早期水台式並行 ･ 黄島式中葉



















ある。その内訳は石鏃とその未成品 2 点，有茎尖頭器とその未成品が 80 点（未成品 23 点），槍先
尖頭器とその未成品が 9 点（未成品 4 点）であり，飛道具ともいわれる有茎尖頭器が圧倒的に多い。















器　種 推定金山産Ｓｎ その他Ｓｎ 無斑晶ガラス質安山岩 計 赤色硅質岩 無斑晶質安山岩 チャート その他 計
石鏃 0 1 1
石鏃未成品 0 1 1 2
有茎尖頭器 5 4 1 10 19 5 12 11 47
有茎尖頭器未 1 2 3 7 9 2 2 20
槍先尖頭器 1 2 1 4 1 1
槍先尖頭器未 0 1 1 2 4
掻器 1 1 1 1 5 7
削器 1 1 2 3 5 2 10
楔形石器 0 1 1 2
ＲＦ 0 1 1
石箆 2 3 5 5 38 2 15 60
石箆未成品 2 2 3 8 4 15
石斧 1 1 0
磨製石斧 0 1 1
石核 1 1 4 8 1 9 22






９　層 砂岩 輝石安山岩 頁岩 流紋岩 無斑晶質安山岩 緑色片岩 その他
敲石 1 2 4 3 10
礫器･砥石 1 1 2
凹･敲石 1 1 2
有溝研磨器 2 2
礫器･石核 1 1












推定金山産Ｓｎ その他Ｓｎ 無斑晶ガラス質安山岩 計 赤色硅質岩 無斑晶質安山岩 チャート その他 計
石鏃 0 1 1 2
有茎尖頭器 1 1 4 2 2 8
有茎尖頭器未 0 4 2 1 2 9
槍先尖頭器 0 1 1
槍先尖頭器未 0 1 1
掻器 0 2 3 5
削器 1 1 1 1 2
ＲＦ 0 1 1 2 4
石箆 1 1 7 2 9
石箆未成品 0 1 1 2
石核 0 1 2 3






７層 砂岩 輝石安山岩 頁岩 流紋岩 無斑晶質安山岩 緑色片岩 その他
敲石 1 1
礫器 3 3












器　種 推定金山産Ｓｎ その他Ｓｎ 無斑晶ガラス質安山岩 計 赤色硅質岩 無斑晶質安山岩 チャート その他 計
石鏃 4 2 6 2 7 1 10
石鏃未成品 1 1 0
有茎尖頭器 0 1 1 2
有茎尖頭器未 0 1 1 2
槍先尖頭器 0 1 1
掻器 0 1 1 2 4
削器 1 1 1 1
楔形石器 0 1 1
石箆 0 3 1 4
石箆未成品 0 3 2 5






6　層 砂岩 輝石安山岩 頁岩 流紋岩 無斑晶質安山岩 緑色片岩 その他
敲石 5 2 7
礫器･敲石 1 1





台石･敲石 3 2 5
台石･敲石･磨石 1 1
砥石 1 1







器　種 推定金山産Ｓｎ その他Ｓｎ 無斑晶ガラス質安山岩 計 赤色硅質岩 無斑晶質安山岩 チャート その他 計
石鏃 1 5 2 8 8 2 7 17
石鏃未成品 1 1 2 1 1
削器 1 1 0
楔形石器 1 1 1 1





４　層 砂岩 輝石安山岩 頁岩 流紋岩 無斑晶質安山岩 緑色片岩 その他
敲石 1 1 2










上黒岩岩陰 9 層の事例も同様である。したがって上黒岩 9 層の頃の人々が弓矢猟の技術を保持して
いたことが窺えるものの，石鏃の数量から実際の狩猟時に基本装備としていなかったと推定する。
上黒岩 9 層の狩猟具を除く剥片石器の内訳は掻器 8 点，削器 12 点，楔形石器 2 点，石箆とその








遠隔地の石材が 13％，近隣の石材が 87％であり，近隣の石材に強く依拠したことが分かる（表 1）。
上黒岩 9 層の大型石器類の内訳は敲石 10 点，礫器 ･ 砥石 2 点，凹石 ･ 敲石 2 点，有溝砥石 ･ 矢




片岩系統の石を用いるのは後の 6 層になって増えるが，9 層においても遺跡の近くを流れる久万川
河川敷に最も多い緑色片岩を利用したと考えるのが自然であろう（表 1）。
上黒岩 8層　出土遺物の多くは 4･5 次調査時のＡ区 ･ Ｂ区で見つかっており，完堀されなかった
ことと，次に述べる 7 層と同様に他調査区の 9 層の細分層位に相当する可能性もあり，遺物は極め
て少ない。内訳は石鏃 3 点，槍先形尖頭器 1 点，石箆とその未成品 2 点である。
上黒岩 7層　出土遺物のほとんどは 4･5 次調査時のＡ区 ･ Ａ拡張区で見つかっており，調査日誌
には層相がＣ・Ｄ区 9 層に酷似すると記されていた［春成 ･ 小林編 2009］。この 7 層から出土した土
器や石器類の特徴はＣ・Ｄ区 9 層例と大きく変わる特徴はない。狩猟具の内訳は石鏃 2 点，有茎尖
頭器とその未成品が 18 点（未成品 9 点），槍先尖頭器が 1 点で，投槍（有茎尖頭器）を狩猟具の主
体としている。石鏃は 9・8 層と同様，狩猟具の主体ではないが確実に共伴している。加工具 ･ 工
具などその他の剥片石器の内訳は掻器 ･ 削器が 8 点，加工痕ある剥片が 4 点，石箆とその未成品が
11 点である。石箆も 9・8 層と同様に数量的に安定した状況で装備されており，隆起線文土器段階
における狩猟具以外の主要な道具であったことが窺える（表 1）。
7 層の剥片石器及び関連する石核の総数 49 点中に占める石材の内訳は，遠隔地の石材が 6％（推





大型石器は輝緑岩を用いた礫器 1 点と細粒砂岩を用いた敲石 3 点からなり，剥片石器と同様に数
量が少ない。これは実質的な 7 層の調査範囲（Ａ区 ･ Ａ拡張区）が小面積であることと，7 層と 9
層の層相が良く似たことに起因する層の同定に関連した数量を示しているのかもしれない。






～ 9 層の例と共通する。6 層には下位層から遊離したと考えられている隆起線文土器も少量出土し






上黒岩 6 層の生活実態を窺う上で最も注意されることは台石 ･ 敲石 ･ 磨石 ･ 凹石 ･ 砥石 ･ 礫器な
どの大型石器が33点も出土している点にある。石器製作用の敲石と推定される例も少量存在するが，












とから緑色片岩を主要石材とする大型石器類は石器製作に伴う打割用と推定するより，骨 ･ 角 ･ 堅
果を対象とした打割や擦り ･ 磨きなどに係る作業を集中的に行ったことを示すと考える。
上黒岩 4層　この層から出土した石器類は狩猟による消耗度の高い石鏃とその未成品が 28 点と
最も多い。出土層位不明となっている石鏃についてもその形から多くの例が 4 層に由来する可能性
を示している。その他，工具として楔形石器 2 点，切削具である削器 1 点がある。これら剥片石器








これに関連するのか 3 層では明確に 2 次加工のある石器が少なく，生活感の希薄な層である。その
内訳は狩猟による消耗度の高い石鏃とその未成品が 18 点と最も多く，その他，工具として石錐 1
点，楔形石器 1 点，切削具である削器 1 点，掻器 1 点である。これらの総数 23 点中に占める石材
の内訳は，推定遠隔地産の石材が 43.5％（推定金山産サヌカイト 5 点，サヌカイト 2 点，推定姫島
産黒曜石 3 点），近隣の石材が 56.4％であり，遠隔地石材が多い。
このほか漁猟具としては近隣の緑色片岩を用いた石錘が 1 点，大型の加工具としては緑色片岩の
敲石 ･ 凹石が 1 点である。本層においても遺物量が極めて少ないため整理段階における若干の遺物
抽出洩れが想定できるものの，もともと遺物量が少なく人の生活痕跡が極めて希薄であったようで






層からの混入であると考える。6 層になると，狩猟具では弓矢（石鏃）が主体となり，調理 ･ 加工
用とも推定される緑色片岩系の石を用いた凹石 ･ 敲石 ･ 砥石などの複合大型石器を使った諸作業の
比重も大きかったのであろう。また 4 層 ･3 層の大型石器は 6 層ほどではないが一定量用いられて
いる。4 層・3 層の狩猟具については 6 層と同様に石鏃が狩猟具の主体となっているし，その他の
石器についてもトロトロ石器 ･ 石匙 ･ 楔形石器 ･ 凹石 ･ 石錘など，縄文時代に通有な装備が認めら
れる。これらの剥片石器の石材については遠隔地石材の利用が 9 層：13％，7 層：6％，6 層：21％，






出土している［潮見 ･ 十亀 1983］。出土した石器類の正確な時期は詳らかになしえないが，土器の
数量から大半の石器は縄文時代後期中葉から晩期末の土器群に伴うと推定することは可能であろう。
出土した剥片石器類には石鏃 71 点，横刃形石器約 5 点，石匙 2 点，大型石器には扁平打製石斧，
九州系の十字形石器，磨製石斧がある。大型石器のなかに台石 ･ 磨石 ･ 凹石などの有無に関する記
載はない。剥片石器のうち石鏃の石材内容が示されており，遠隔地の石材が 85.9％（サヌカイト
60 点，推定姫島産黒曜石 1 点），近隣産石材 14.1％（赤色硅質岩を含むチャートなど 10 点）である。
［上黒岩岩陰の石器組成の分析］……綿貫俊一
125
また採集された石鏃 358 点のうち推定遠隔地産石材が 83.5％（サヌカイト 295 点，推定姫島産黒曜










表面採集されている［木村 2003］。それらに用いた石材の 99.76％（408 点）が近隣で入手できる頁
岩で，残り 1 点の赤色硅質岩もその可能性が高い。高知平野中央部に近い奥谷南遺跡では旧石器時
代後期ナイフ形石器文化期の遺物が 56 点，旧石器時代終末から縄文時代初頭の細石刃核が 88 点出
土しており，そのほとんどが，岩陰周辺でも採取されるチャートを用いている。四国の北部にあた
る愛媛県宝ヶ口Ⅰ遺跡では出土した石器類が 39 個体に区分され，推定遠隔地産石材と推定される










石材の内訳は，遠隔地石材 6.25％（サヌカイト 3 点，推定姫島産黒曜石 2 点），近隣石材 88.75％（硬














元式土器，縄文後期の彦崎ＫⅡ式土器からなる［森田 1983］。石器の構成は石鏃 327 点，削器 13 点，
石核 ･ 剥片 ･ チップ（数量不明）である。敲石 ･ 磨石等の大型石器はなかったようである。うち数
量の分かる石器の石材は遠隔地産 70.6％（推定姫島産黒曜石 2 点，推定香川県産サヌカイト 238 点），


































て特徴的である。すなわち，剥片石器の数量が 69 点（石鏃 56 点，尖頭器 3 点，楔形石器 4 点，石
匙 1 点，削器 3 点，加工痕ある剥片 2 点）に対し，使い込まれた大型の礫石器が 132 点（磨石 ･ 敲
石，台石，凹石）も出ている。また剥片石器の石材は推定遠隔地産 87％（推定香川県産サヌカイ






































坂 1962，姉崎 ･ 吉永 ･ 佐藤 ･ 西本 ･2009］，これらについて石器組成との関係から生業活動を観察し
てみたい。









4 層）・カワニナ（9 層以上で多数），汽水生のヤマトシジミ 43 点（4 層）・海水生のオキシジミ 43
点（3・4 層）・ハマグリ 16 点（3 ～ 5 層）・ハイガイ 5 点（3・4 層）・マツバガイ 1 点（3 層）が出
土している［姉崎・吉永・佐藤・西本・2009］。これに 4 層で装身具として持ち込まれたマガキガイ
6 点・イモガイ 2 点（サヤガタイモ）・タカラガイ 4 点（ハナマルユキ , カモンダカラ , メダカラ）
を加えることができる［春成 2009］。金子浩昌の報告は姉崎智子らの報告から重複する種を除くと
魚類としてウナギとマサバ（3 層），鳥類としてキジ（1 層～ 4 層・9 層：黄褐色土層），哺乳類と
してイヌ（2 層）・クマ（8 層）・オオカミ（2 層），甲殻類としてモクズガニ（4 層）が出土してい
る［金子 1967］。特に暦年較正年代で 15,000 ～ 14,400 Cal BP［Beta-201260 の較正，小林他 2006］と
表 2　上黒岩岩陰遺跡出土の獣骨数 (最小個体数 )のグラフ
地




















































5   10 5 点 5 5 5 5 5
3 層 ■■ ■■ ■ ■ ■■ ■■■ ■■ ■ ■■ ■ ■■ ■■ ■
4 層 ■■■■■■■■■■■■■■14■■■■■■■ 7 ■■■■ ■■ ■ ■■■■■■ 6 ■■■ ■■■■■■ 6 ■ ■ ■■■ ■■■■ 4 ■■ ■■■■■■■■ 8 ■■■ ■ ■■
5 層 ■■■■ 4 ■■■ ■ ■■ ■ ■ ■
6 層 ■■■■■■■■■■■■ 12■■■■■■ 6 ■■■ ■■■ ■ ■■■■■■ 6 ■■ ■■ ■■ ■ ■■■ ■
7 層 ■ ■■ ■■ ■
8 層 ■■■■■■ 6 ■■■■ 4 ■■■ ■ ■ 1 ■■■■ 4 ■ ■■ ■ ■ ■ ■ ■■ ■■■ ■■
9 層 ■■■■■■■ 7 ■■■■■■■■ 8 ■■■■■ ■■■ ■■ ■■ 2 ■■■■■■■ 7 ■■ ■■■ ■ ■ ■













植物質食料に関する直接的な遺物として上黒岩 6 層ではオニグルミ，上黒岩 4 層でもヒメグルミ
とエノキの核がみつかっている［橋本 ･ 矢作 2009：409］。また 8 層からは間接的には亜寒帯針葉樹
林の植生であるヒメコマツ（ゴヨウマツ）の炭化材もみつかっている［江坂 1962，橋本 ･ 矢作
2009：409］。ヒメコマツはチョウセンゴヨウの仲間であり，その実は食べることができるとされて
おり［鈴木 1988：21］，栄養価も高いことから食料とした可能性がある（100 ｇあたり 634 カロリー）。
これまで自然遺物を観察してきたが，出土した石器との関係で言えば興味深い点が挙げられる。
上黒岩岩陰遺跡の報告書では獣骨類の多くが各層で割られている。このことは，石鏃等を用いて

























この地域を取巻く四国山地の分水嶺は標高 1,982m の石鎚山を筆頭にして，1,000m 級の峰が連な
る。この地域の植生を見ると標高約 1,000m 以上で落葉広葉樹のミズナラ ･ ブナクラス植生，それ
以下標高 500m までが常緑広葉樹のヤブツバキクラス域上部となる。上黒岩岩陰付近の標高は約
400m なので，ヤブツバキクラス域上部とヤブツバキクラス域下部との境界付近の植生ということ
になる。上黒岩 A 区 8 層（隆起線文土器文化層）からはゴヨウマツの炭化材が出土しているので，
9 ～ 8 層の頃は亜寒帯針葉樹林帯，もしくは落葉広葉樹林帯上部との境界付近であったのだろう。


































本 ･ 矢作 2009：483］。上黒岩で出土した無斑晶質安山岩の石核には 1㎏を超える例があり，推定復
元をすると倍以上（約 2㎏）の大きさとなるだけでなく，製作された石器類の中には円礫面を有す
る初期剥片を素材としたものや大型の石箆 ･ 石斧が多い。このような特質を有する石材は通常遺跡




円 ･ 円礫）の存在を確認している。したがって無斑晶質安山岩・緑色片岩については 10㎞以上離
れた地点の角礫を採取したと考えるよりは上黒岩岩陰の事例と同様な楕円 ･ 円礫を周辺で採取した
と考えるほうが自然である。赤色硅質岩も上黒岩岩陰周辺の川原にも少量あるが，橋本・矢作が報
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陰を 1 次キャンプとすると，上黒岩岩陰の南方約 500 ｍ
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Analysis of the Composition of Stone Implements from the Rock Shelter 
of Kamikuroiwa
WATANUKI Shun’ichi
In the Jomon Era, the living or inhabitation style gradually changed from the nomadic life style in 
the upper Paleolithic Age to the semisedentary or sedentary life style. On the other hand, there are 
some remains, such as the Rock Shelter of Kamikuroiwa located on a plateau in the Shikoku Moun-
tains that appear not to have been used as a settlement place to live because of the small amount of re-
mains and the narrowness of the rock shelter. So, in order to clarify concretely what actual life in the 
Rock Shelter of the Kamikuroiwa was like and the characteristics of the Rock Shelter of Kamikuroiwa 
in the formation of semisedentary colonies and sedentary colonies, the unearthed stone implements 
and the compositions of the materials of stone implements were studied. So far, in the identification of 
settlement colonies, attention has been focused on the increase of mill stones and hammer stones and 
the presence of pit dwellings and soil pits. Differently from the nomadic communities and colonies in 
the Paleolithic Age where people didn’t have fixed dwellings or colonies to settle in, the distribution of 
materials, typified by salt, jade, polished stone axes and obsidian between remote locations was active 
and stabilized in sedentary society. From this perspective, the ratio of stone materials from remote ar-
eas at the Rock Shelter of Kamikuroiwa and the surrounding remains was obtained. 
As a result of the study of the composition of stone materials, it was found that starting at around 
the 6th layer of the Rock Shelter of Kamikuroiwa at the latest, the use of stone materials from remote 
areas for stone implements increased, and after that, stone materials that were presumed to have been 
produced in remote areas were stably imported to the remains in the Kuma Kogen region and around 
the plains through the Jomon Era. Accordingly, it is presumed that sedentary society started after the 
6th layer of the Rock Shelter of Kamikuroiwa and the phase before the 6th layer was at the semiseden-
tary stage. 
Key words: stone implements/composition of stone materials, semisedentary/sedentary, short-term 
camping, means of livelihood
